
 

射水市ビジネス支援センターの設置 

 

　第３次中小企業振興計画に掲げる専任スタッフによるビジネスサポートセンターの設置につ

いて、国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用し、整備する。 

 

　射水市ビジネス支援センター運営事業　 

 

１　目的 

市内中小企業の経営支援をはじめ、市内に高等教育機関が多数ある立地を生かし、学生の起

業・創業を支援することにより市内産業の活性化を図るとともに、学生と市内中小企業との交

流による新たなビジネスチャンスの獲得や、将来を担う学生の就業意欲の向上を目的として設

置するもの。 

 

２　施設概要 

（１）名　　称　射水市ビジネス支援センター 

（２）愛　　称　Switch IMIZU（スイッチ・イミズ） 

意味：新しい未来へのスイッチ、人生の転換スイッチ、 

ここに来たら何かが変わる、そんなポジティブな 

エネルギーの集まるイメージ。 

（３）場　　所　射水市三ケ 2602 番地 アル・プラザ小杉 2階 

（４）営業時間　平日　午前１０時から午後５時まで 

（５）支援対象　市内事業者及び市内での起業・創業希望者。ただし、市内企業との取引に

係る市外事業者の場合も可。 

（６）予約開始　３月３日(月)からインターネットや電話等で受付開始（１日４コマ程度） 

（７）営業開始　４月１日(火) 

（８）運営事業者　㈱北陸銀行、㈱サーキュレーション、㈱ATOMica 

（９）業務概要　　①中小企業の課題解決のための伴走型支援 

　　　　　販路拡大、新商品開発、ＤＸ，ＧＸ、起業・創業など 

②事業承継支援 

③支援機関等との連携 

④学生と企業との交流支援 

 

３　ビジネスアドバイザー 

（１）氏　　名　主藤 孝司（すどう　こうじ）（55） 

（２）経　　歴　福岡県出身、大学卒業後、民間企業での経験も踏まえ、複数の会社を経営

する傍ら、執筆・講演講師としても活躍。起業・新規事業関連、営業マン

の人材育成、営業ノウハウ関連等の著書・監修書は、ビジネス書年間トッ

プテンに２度ランクイン。 

 

４　その他 

・３月３１日（月）にオープニングセレモニーを開催 

・事業の効率化を図るため商工企業立地課を Switch　IMIZU 内に移転 

資料１


